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	応用
	抗原情報
	背景
	このタンパク質はアルデヒド脱水素酵素ファミリーに属する。アルデヒド脱水素酵素は、アルコール代謝における主要な酸化経路の2番目の酵素である。この遺伝子のコード配列にはイントロンが含まれない。この遺伝子座の変異は、アルコール関連問題の発症に影響を及ぼす可能性がある。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：アルデヒド + NAD(+) + H(2)O = 酸 + NADH。,機能：ALDHは、アルコール由来のアセトアルデヒドの解毒において主要な役割を果たす。それらは、コルチコステロイド、生体アミン、神経伝達物質、および脂質過酸化の代謝に関与する。,経路：アルコール代謝；エタノール分解；エタノールから酢酸を生成する：ステップ 2/2。,類似性：アルデヒド脱水素酵素ファミリーに属します。,サブユニット：ホモテトラマー。,組織特異性：肝臓、精巣、および程度は低いが脳。,
	研究分野
	解糖/糖新生;アスコルビン酸およびアルダル酸代謝;脂肪酸代謝;バリン;ロイシンおよびイソロイシン分解;リジン分解;アルギニンおよびプロリン代謝;ヒスチジン代謝;トリプトファン代謝;β-アラニン代謝;グリセロ脂質代謝;ピルビン酸代謝;プロパノ酸代謝;ブタン酸代謝;リモネンおよびピネンの分解;
	画像データ
	

	ALDH1B1抗体を用いたHepG2細胞およびCOS細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ALDH1B1 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したALDH1B1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：1000希釈のALDH1B1ポリクローナル抗体を用いたCOS7細胞のウェスタンブロット解析

